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【【【【    ポンドポンドポンドポンド////円、「円、「円、「円、「
 
ポンドを中心に、ユーロ/円などのほかドル
に、ポンド/円は年初来ここまで 20 円を超える変動を記録、一時期諦めかけていた「
期待も復活しているようだ。改めて指摘するまでもなく、幸か不幸か材料的には英国を取り巻く
は目白押しで、まだまだ波乱含み。
セリフが聞かれるような年になる気もしないではない。
 
◎◎◎◎ユーロユーロユーロユーロ////ドルは逆に「歴史的小変動」、まだドルは逆に「歴史的小変動」、まだドルは逆に「歴史的小変動」、まだドルは逆に「歴史的小変動」、まだ
 
筆者がドル/円など 5 通貨ペアについて、年初来ここまでの変動幅と変動率を調べてみた。
5 通貨ペアのうちドル/円を除く 4 通貨ペアについてのみ簡単に記すと、
率 15.95％、ユーロ/円は同 11.63 円
0.0644 ドルと 5.62％－－になる（詳細は
 
前述した 4 通貨ペアのうち、ポンド
の「年間変動率」はおおよそ 16-18％。
それからすると、年初来の変動がまだ
えざるを得ない。もちろん、年内もまだ
このままで今年が終了すれば、ユーロ
録することになりそうだ。 
 
対して、ここまで「かなり頑張って動いている」通貨ペアは、ポンド
ともに平均的な年間変動にこそ届いていないが、それでも過去
筆者は、3 月 13 日付の当レターで、今回と同じ「年間変動率」をもとに、「今年のポンド
年ぶり大相場」と報じたのち、7 月のレターではその後の値動きを総括したうえで、
ったくの期待外れ。先行きにはすでに暗雲が立ち込めている感を否めない
てレポートしていた。 
 
今年は「猫の目相場」の色彩が濃く
月に指摘した「3 年ぶり大
相場」への期待が再び復
活しつつあることを、取り
敢 え ず は 素 直 に 喜 びた
い。 
「離脱強硬派」のジョンソン
氏が英首相に就任したこ
とで、幸か不幸か、マーケ
ット的には先行き予断を許
さない。法案まで成立した
にもかかわらず、本当に
10月末を持ちＥＵを離脱で
きるのかなど、不確定要
因も目白押しの状況だ。
今年一年が終わったとき
に、やはり「ポンド主導の
一年だった」－－。そうい
えるようなイメージを筆者
は早くも抱いている。（了） 
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円、「円、「円、「円、「3333 年ぶり大相場」への期待感が復活年ぶり大相場」への期待感が復活年ぶり大相場」への期待感が復活年ぶり大相場」への期待感が復活

などのほかドル/円も再び活発な動意の様相をうかがわせ
円を超える変動を記録、一時期諦めかけていた「

。改めて指摘するまでもなく、幸か不幸か材料的には英国を取り巻く
、まだまだ波乱含み。年末を迎えるころには、「今年はポンド主導の一年だった」－－という

セリフが聞かれるような年になる気もしないではない。 

ドルは逆に「歴史的小変動」、まだドルは逆に「歴史的小変動」、まだドルは逆に「歴史的小変動」、まだドルは逆に「歴史的小変動」、まだ 5.625.625.625.62％の変動にとどまる％の変動にとどまる％の変動にとどまる％の変動にとどまる    

通貨ペアについて、年初来ここまでの変動幅と変動率を調べてみた。
通貨ペアについてのみ簡単に記すと、ポンド/円が

円と 9.24％、ポンド/ドルは同 0.1419 ドルと 11.14
（詳細は下表参照）。 

のうち、ポンド/ドルだけが若干劣るものの、一年間にどれぐらい動くのかを見た平均
％。 

まだ 5％台にとどまっているユーロ/ドルは異例の小変動で危機感を覚
もちろん、年内もまだ 3ヵ月以上の時間を残しており、早すぎることは百も承知だが、仮に

このままで今年が終了すれば、ユーロ/ドルは 2013年を下回り 1999 年の誕生後、最低の年間変動率を記

対して、ここまで「かなり頑張って動いている」通貨ペアは、ポンド/円。変動幅 22.32
届いていないが、それでも過去 2 年の年間変動をすでに上回っている。

日付の当レターで、今回と同じ「年間変動率」をもとに、「今年のポンド
月のレターではその後の値動きを総括したうえで、

ったくの期待外れ。先行きにはすでに暗雲が立ち込めている感を否めない」－－と失望を前面に押し出し

色彩が濃く、あまり期待し過ぎると裏切られる気もしないではないが、それでも

 

      執筆担当：斎藤登美夫 
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年ぶり大相場」への期待感が復活年ぶり大相場」への期待感が復活年ぶり大相場」への期待感が復活年ぶり大相場」への期待感が復活    】】】】    

動意の様相をうかがわせはじめている。とく
円を超える変動を記録、一時期諦めかけていた「3 年ぶり大相場」への

。改めて指摘するまでもなく、幸か不幸か材料的には英国を取り巻く懸念要因
ころには、「今年はポンド主導の一年だった」－－という

通貨ペアについて、年初来ここまでの変動幅と変動率を調べてみた。 
円が変動幅 22.32 円・変動
11.14％、ユーロ/ドルは同

一年間にどれぐらい動くのかを見た平均

ドルは異例の小変動で危機感を覚
おり、早すぎることは百も承知だが、仮に

年の誕生後、最低の年間変動率を記

.32 円、変動率 15.95％は
年の年間変動をすでに上回っている。 

日付の当レターで、今回と同じ「年間変動率」をもとに、「今年のポンド/円、期待される 3
月のレターではその後の値動きを総括したうえで、一転した論調として「ま

」－－と失望を前面に押し出し

、あまり期待し過ぎると裏切られる気もしないではないが、それでも 3
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